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2021年9月1日、林由起子学長が再任

東京医科大学の飛躍に向けた、今後３年間の学長指針

① 医療人としての高い倫理観の涵養と態度教育の充実

② 多職種連携や社会連携教育、国際交流の充実による
多角的視点の育成

③ 低学年からの繰り返しによる臨床技能の着実な修得

④ 医療を支える科学的視点の育成に重点をおいた教育

「自ら考える力」に重点を置いた、
人間教育と医学・看護学教育を充実

教育

この度、新たな学長選出規程のもとで東京医科大学学長に再任されま
した。
今後の３年間は、建学の精神である「自主自学」に基づき、急速に変化
する時代にあっても継続して本学のミッションである「患者とともに歩む医
療人を育てる」ために、柔軟にカリキュラムの見直しを行いながら、 「自ら
考える力」に重点を置いて、人間教育と医学・看護学教育を充実させて
いきます。
また、「知の力」こそ、本質的な大学力を示すものだと考えます。そこで
「患者に優しい医療」をテーマに全学的な医学研究を推進してまいります。
さらに、100年以上の歴史と伝統を守り、最先端の医学・医療を牽引す
る大学にふさわしいキャンパスの整備計画にも着手しています。
今後も一人ひとりを尊重し、個性および能力を十分に発揮できる柔軟
かつ強靱な大学を目指して、更なる改革を進めて参ります。

「患者に優しい医療」を
テーマに全学的に医学研究を推進

研究

 100年以上の歴史と伝統を守り、最先端の医学・医
療を牽引する大学にふさわしいキャンパスの整備計
画にも着手

環境整備

 研究環境の整備と、大学院教育の充実

 学内外の連携強化によって、さらなる発展的研究を推進

 研究成果を積極的に発信

林由起子学長（病態生理学分野 主任教授）

新宿キャンパス整備に着手

＊学長挨拶>>



2022年度推薦入学試験：Web出願受付スタート！

■学校推薦型選抜
（一般公募、茨城県・山梨県・新潟県地域枠）：

2021年11月08日(月) 00：00～
2021年11月19日(金) 23：59

医学科
■Web出願の
ご案内＞＞

■学校推薦型選抜（一般公募）・

社会人選抜：

2021年11月01日(月) 00：00～
2021年11月15日(月) 23：59

看護学科
■Web出願の
ご案内＞＞

東京医大の「今」を知る！３つのメディアを紹介
医学部に入る 2022
（週刊朝日MOOK）

09/24
発行

 大学病院で働く
放射線科医

 医学部生の毎日

キャリアガイダンス
vol.439

10/01
発行

リクルート カレッジ
マネジメントvol.230

10/10
発行

【大学ブランド 未来の指標】
寄稿：林由起子学長
「大学の信頼をいかに回復するか
－東京医科大学の改革」

【トップインタビュー】
矢﨑義雄理事長

【別冊付録】事例レポート：
本学の特色を紹介＆学生インタビュー

＊電子版はこちらから>> ＊電子版はこちらから>>

📖
（高校進路担当教員向け）（高等教育機関経営層向け）（医学部受験生・保護者向け）

医学科:カリキュラム変更や入試の変更点をご紹介します!!

2022年度より、知識・技能・態度の3つの能力をバ
ランスよく向上させるカリキュラムに加え、自主自学
の実践として、「柔軟で、多様で、主体的な学び」を
後押しする教育を実践します。

主体性を重視した「少人数ゼミ形式」の自由科目を導入
～「柔軟で、多様で、主体的な学び」を推進～

ｶﾘｷｭﾗﾑ
変更

「学校推薦型選抜」地域枠を拡充!!

茨城県地域枠（8名以内）

山梨県地域枠（2名以内）に加え

新潟県地域枠（2名以内）が新設されました!
（出身地、出身高校所在地不問）

年次ごとの納付額が変更!!

初年度納付金の負担額を軽減するため、
2022年度以降入学者より、年次ごとの納
付額が変更になります。
＊初年度納付額：4,978,800円に変更
＊6年間総額（29,400,000円）は変更なし

12022年度
・・・・

入試の
変更点

2

HP>>HP>>

出典：（株）リクルート出典：（株）リクルート

出典：朝日新聞出版

三苫医学科長に
よる教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の特徴動画はこちら

CHECK!1 学修成果基盤型教育のさらなる充実

①知識領域：病態生理を軸にした基礎と臨床の統合

②技能領域：低学年からの段階的なシミュレーション実習

③態度領域：人間学（自己と他者、社会の中の医療、医療倫理）中心

2「少人数ゼミ形式」の自由科目*を導入

①海外臨床実習コミュニケーション（5年）

②USMLE受験準備コース（2・3年、4・5年）

【米国医師国家試験の受験準備コース】

③地域医療リーダーコース（1～5年）

④リサーチ・コース（1～4年）

【研究室に所属し、研究の方法論を体系的に学ぶコース】

＊：進級認定要件ではありませんが、単位認定は行います。


